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国
民
健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
お
支
払
い
方
法
が
選
べ
ま
す

①
こ
れ
ま
で
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
す
る
こ
と
な
く
納
め
て

　
い
た
だ
い
て
い
る
人

②
こ
れ
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
、

　
口
座
振
替
に
よ
り
、
納
め
て
い
た
だ
け
る
人

�

●
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

�

・
国
民
健
康
保
険
又
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
「
被
保
険
者
証
」

　
（
保
険
証
）

�

・
口
座
振
替
依
頼
書

�

・
印
か
ん
（
銀
行
届
出
印
）

�

●
注
意

�

以
上
を
持
参
し
て
「
納
付
方
法
変
更
届
出
書
」を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
税

務
課
住
民
税
係
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�

※「
納
付
方
法
変
更
届
出
書
」は
税
務
課
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

�

※
申
し
込
み
後
、
口
座
か
ら
の
お
支
払
い
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
ら
、

別
途
通
知
い
た
し
ま
す
。

�

　
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
」
に
つ
い
て
は
、
支
払
い
方
法
を
変
更

出
来
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
振
替
可
能
な
口
座
も
限
定
さ
れ

ま
す
の
で
、
下
の
表
で
ご
確
認
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　
税
務
課
　
住
民
税
係
　
☎
�
９
１
２
１

　
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て
、
平
成
20

年
の
４
月
か
ら
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
に
よ
り
お
支
払
い

い
た
だ
い
て
い
る
人
、
又
は
本
年
10
月
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ
く
予
定

と
な
っ
て
い
る
人
で
、
左
記
の
①
及
び
②
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す

場
合
は
、
税
務
課
（
住
民
税
係
）
の
窓
口
へ
お
申
し
出
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
保
険
税
・
保
険
料
を
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
は
な
く
、
口
座

振
替
に
よ
り
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

※１ 年金収入のみで判断し、ほかの収入は考慮しない。また、非課税年金も含む特別徴収対象年金給付額により判断する。

※２ 連帯納付義務者は住基上の世帯主又は戸籍上の配偶者に限られる。

（注）国保組合の被保険者であった方で、普通徴収により保険料を納付していた場合、国民健康保険同様の扱いとする。

▼日時・場所＝９月11日（木）

　　　　　　　午前９時30分～正午

　　　　　　　（受付９時開始）

　　　　　　　多功コミュニティセンター

▼対象者＝おおむね65歳以上

▼内容＝歯科相談・検診、歯科医師講話、歯の

　手入れについての実習など

▼定員＝先着30名（参加申し込み要）

▼費用＝無料

▼持ってくるもの＝

・自宅で使用している歯ブラシ

　（入れ歯用のブラシを含む）

・ハンカチ又はタオル（歯の手入れ実習で使います。）

・無料相談券（申込後お渡しします。）

▼問い合わせ先＝保険課　高齢者支援係　

　　　　　　　　☎�９１２９

『歯つらつ教室』開催のお知らせ介護予防事業【口・歯の無料相談会】　

〇

×

国民健康保険に
加入していた

世帯主である
国保税を直近２年間
完納している

本人の口座のみ
はい

いいえ

×

はい はい

いいえ

いいえ

いいえ

〇

×

社会保険等の
本人である

年金収入が180万

円未満である

年金収入が180万
円未満である

連帯納付義務者
がいる

世帯主又は配偶者
（同居）の口座のみ

世帯主又は配偶者
（同居）の口座のみ

はい

はい はい

いいえ
いいえ

〇

×

×

世帯主である
同居している
配偶者がいる

配偶者の口座のみ

〇

※２

※１


